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桃園市民プールの整備

投票環境の向上

Q

A

Q

A

　東京オリンピック・パラリンピックの事前キャ
ンプ地誘致を見据えて、プールの整備を計画し

てはどうか。

　地域エネルギー会社の設立趣旨と、本市にも
たらす効果、考えられるリスクマネジメントを尋

ねる。
　桃園市民プールは、市内唯一の日本水泳連
盟公認の５０ｍ屋内プールを有し、年間約１０万

人が利用している。本市のスポーツ振興を図る上で重
要な施設であるが、整備後５０年以上が経過し、更新
時期を迎えている。
　本市はキャンプ地誘致に向け、市民、地元財界、市
議会、行政が一丸となって取り組んでいる。オリンピッ
ク開催に合わせてプールを整備をすることは、本市の
優位性を高め、キャンプ地の誘致活動にも大きく貢献
する。　
　今後、整備の方向性を検討しつつ、機を失すること
のないよう決断したい。

　地域エネルギー会社の設立趣旨は、安定安
価なエネルギー供給による市内産業の振興や、

エネルギーの地産地消、省エネ社会の実現や新たな
環境ビジネスの創出などである。本市への効果は、企
業のエネルギーコスト削減による安定経営や事業の
拡大、新たな企業誘致など、地元経済の活性化があげ
られる。　
　他の電力会社との補完契約により、供給先へ確実
に電気を届けるなどのリスク回避や、ハード設備を極
力持たないこと、地元企業のネットワークを活かした
営業活動を行うこと、などで堅実な会社経営を図って
いく。

　期日前投票宣誓書を投票所入場券の裏面に
印刷することで、投票率アップと投票者の負担

を軽減してはどうか。

　健康づくりセンターを廃止するのではなく、
（仮称）認知症支援・介護予防センターの設置を

改めて見直して進めるべきではないか。

　期日前投票を利用するには、投票日当日投票
に行けない事由を申し立てる宣誓書の提出が

必要である。宣誓書を事前に記入できれば、特に高齢
者などには負担軽減につながると考えている。現在、
本人確認の手順や、実施した際の市民への周知方法
など、各区選挙管理委員会と協議を行っている。
　選挙管理委員会では、投票率アップには、投票環境
の向上も重要と考えている。投票所入場券裏面への
宣誓書の印刷は、投票者の負担軽減と不正投票防止
の両面から、28年の参議院議員選挙からの導入に向
け検討していきたい。
　

　急速な高齢化に伴い、認知症支援や介護予
防は喫緊の課題である。これまで本市の地域で

の介護予防は、市民センターを拠点とした健康づくり
などで推進してきた。新センターは、これらをより効果
的に推進するため、器具を使わない運動や、栄養のプ
ログラムを開発し、地域の集いの場で実践する。また、
保健技術専門職などを派遣し指導するなど、思い思い
の場所で介護予防に取り組めるよう、支援する仕組み
づくりに力を入れたい。
　これまでの健康づくりの実績と今後あるべき将来
の姿を勘案した上での政策判断である。

　本市の防災教育プログラムの特徴と、防災教
育の取り組み内容、また、その課題と今後の方

策を尋ねる。
　釜石市の津波防災教育のための手引きを参
考にプログラムを作成し、資料ＤＶＤ付で学校に

配布している。自然災害の現実や災害が起こる仕組み、
発生時の対応行動、避難訓練や日頃の備えの大切さ
などの視点で構成されている。児童生徒の発達段階
に応じて、学習できる内容となっている。
　災害の少ない本市では、いかに地域ぐるみで防災
意識を定着させるかが課題で、土曜日授業などを活
用し、地域や保護者、消防署や気象台などと連携した
防災教育の取り組みをさらに広げたい。

　児童生徒の安全を守るため、学校と関係機関
との連携状況や、保護者への緊急連絡の方法、

その効果を問う。

　警察などの関係機関とは、月に一度の非行相
談連絡会議、スクールサポーターとの情報共有、

街頭補導や全市一斉夜間非行防止パトロールを実施
している。さらに、居場所のない青少年が気軽に立ち
寄り、避難場所としての機能も持つドロップインセン
ターの運営や、夏休み期間中の深夜声かけパトロー
ルなどの取り組みを実施している。　　　　　　　　
　また、不審者情報などを保護者の携帯電話などへ、
メールで一斉配信する制度の活用では、児童生徒の
安全確保とともに、保護者の不安解消、教職員の負担
軽減にもつながっている。

地域エネルギー政策推進事業

健康づくりセンターの廃止方針

Q

A

Q

A

学校での防災教育

児童生徒の安全対策

Q

A

Q

A

9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

○陳情
「安全保障法制の廃案を求める意見書
の提出について」

このほか、請願13件、陳情75件が継続
審査になりました。

ほか1件〈不採択〉

請願・陳情の審議結果

　
　
　
　
　
２６
年
度
決
算
を
ど
の
よ
う
に
評

　
　
　
　
　
価
し
て
い
る
の
か
。
財
政
面
で
、

特
に
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
努
力
し
た

の
か
。
今
回
の
成
果
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
２６
年
度
を
振
り
返
る
と
、
目

　
　
　
　
　
標
と
す
る
元
気
発
進
！
北
九
州

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
、
健
全
な
財
政
運
営
の
確
立
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、
本
市
の
将
来
の

発
展
、
喫
緊
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
、
人
や
企
業
が
集

ま
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。

　
財
政
運
営
で
は
、
こ
れ
ら
政
策
推
進
の
財

源
を
い
か
に
捻
出
す
る
か
と
い
う
点
に
特
に

留
意
し
、
税
収
確
保
の
た
め
組
織
的
な
徴
収

対
策
や
、
未
利
用
市
有
地
の
売
却
を
積
極
的

に
推
進
し
た
結
果
、
単
年
度
収
支
が
均
衡
す

る
決
算
に
つ
な
が
っ
た
。

　
今
後
と
も
、
新
成
長
戦
略
や
本
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
す

る
こ
と
で
歳
入
増
に
つ
な
げ
、
２６
年
度
の
成

果
を
活
か
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
事
業
の
選
択

と
集
中
や
経
営
改
善
に
努
め
、
持
続
可
能
で

安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
避
難
状
況

　
　
　
　
　
な
ど
台
風
１５
号
へ
の
対
応
は
、

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
避
難
準
備

情
報
の
発
令
漏
れ
が
発
生
し
た
が
、
ど
の
よ

う
に
検
証
・
評
価
し
、
今
後
の
災
害
対
策
に

活
か
す
の
か
。

　
　
　
　
　
今
回
の
台
風
の
対
応
で
は
、
テ

　
　
　
　
　
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
避
難
勧
告
な

ど
の
発
令
を
周
知
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
応
を

行
う
中
、
門
司
区
の
１８
小
学
校
区
の
う
ち
、

５
つ
の
校
区
で
事
務
手
続
き
の
ミ
ス
か
ら
、

避
難
準
備
情
報
の
発
令
漏
れ
が
発
生
し
た
。

　
避
難
の
状
況
は
、
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令

し
た
後
に
避
難
し
た
人
が
１３
世
帯
、
２３
人
と

い
う
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
よ
り
安
全
に

避
難
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
避
難
の
呼
び
か

け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
避
難
者
を
円
滑
に
受

け
入
れ
る
避
難
所
運
営
な
ど
を
関
係
部
局
と

連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
事
務
は
、
チ
ェッ
ク

の
手
順
や
内
容
を
改
善
し
、
全
区
で
訓
練
を

行
う
な
ど
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
。
さ
ら

に
、
区
の
担
当
者
を
招
集
し
、
市
民
へ
の
対

応
状
況
を
は
じ
め
と
し
た
現
場
の
課
題
に
も

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
マ

　
　
　
　
　
イ
カ
ー
に
代
わ
る
公
共
交
通
が
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
と
し
て
、
効

果
が
実
感
で
き
る
事
業
展
開
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
今
後
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り

　
　
　
　
　
バ
ス
路
線
の
存
続
が
難
し
く
な

る
地
域
で
は
、
必
要
に
応
じ
、
既
存
の
路
線

と
接
続
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
の
導
入
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
利
用
へ
の
転
換

を
促
す
高
齢
者
向
け
の
施
策
で
は
、
バ
ス
、

モ
ノ
レ
ー
ル
、
タ
ク
シ
ー
の
一
部
で
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
格
安
定
期
券
の
導
入
や
、

運
賃
割
引
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
周
知
や
公
共
交
通
利
用
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
み
、
バ
ス
停
の
上
屋
や
ベ
ン
チ
の

整
備
な
ど
の
待
合
環
境
の
改
善
、
低
床
式
バ

ス
の
導
入
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
て
、
高
齢
者
が
安
全
か
つ
安

心
し
て
移
動
で
き
る
方
策
の
展
開
に
努
め
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
加
え
、
交
通
結

節
機
能
の
強
化
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
事
業

の
効
率
化
と
そ
の
相
乗
効
果
で
、
効
果
が
実

感
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
交
通
が
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
も
の

と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
市
民
や
交
通
事
業

者
と
連
携
・
協
働
し
て
、
こ
の
戦
略
を
着
実

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
北
九
州
空
港
の
利
活
用
と
し
て
、

　
　
　
　
　
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ア
輸
送
の
実
績

と
今
後
の
予
定
、
ま
た
、
空
港
島
の
直
立
護

岸
の
有
効
利
用
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ア
輸
送
は
、
国

　
　
　
　
　
内
で
は
北
九
州
空
港
、
中
部
国

際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
の
３
カ
所
の
み
で

実
施
が
可
能
な
、
海
上
空
港
の
特
徴
を
活
か

せ
る
輸
送
方
法
で
あ
る
。
　

　
本
市
の
実
績
は
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に

よ
る
人
工
衛
星
の
輸
送
が
１
件
の
み
で
あ
る

が
、
大
変
評
価
を
さ
れ
た
試
み
で
あ
っ
た
。

今
後
も
関
係
事
業
者
に
働
き
か
け
、
シ
ー
ア

ン
ド
エ
ア
輸
送
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

　
直
立
護
岸
の
有
効
利
用
で
提
案
さ
れ
た
、

海
路
を
使
っ
た
魚
介
類
の
直
接
搬
入
は
課
題

も
あ
り
、
需
要
も
ふ
ま
え
、
今
後
も
研
究
し

て
い
く
。
ま
た
、
船
舶
に
よ
る
空
港
ア
ク
セ
ス
、

周
遊
観
光
ク
ル
ー
ズ
の
運
行
に
よ
る
活
用
は
、

国
や
関
係
事
業
者
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
行

い
た
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
や
県
、
民
間
事
業

者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
北
九
州
空
港
の
積

極
的
な
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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本会議での質疑・質問と答弁

1～4面

　9月定例会が9月3日から10月6日までの34日間の
会期で開かれました。
　市長から50件の議案が提出され、審議の結果、すべて
の議案について原案のとおり決定しました。また、議員
から提出された議案は10件で、うち6件を可決しました。

平成26年度
各会計決算
を認定！！

4面

本会議での質疑・質問と答弁

決算特別委員会　市長質疑の質疑と答弁

北九州市子ども読書推進活動条例が成立しました

議会報告会のお知らせ　など　

主
な
内
容

木　下　幸　子
森　　　浩　明
藤　沢　加　代
荒　川　　　徹
大久保　無　我
吉　河　節　郎
大　石　正　信
西　田　　　一
中　村　義　雄
佐　藤　栄　作
村　上　直　樹
本　田　忠　弘
荒　木　　　学
山　内　涼　成
田　中　光　明
鷹　木　研一郎
山　本　真　理
吉　村　太　志
波　田　千賀子
柳　井　　　誠
松　岡　裕一郎
渡　辺　　　徹
上　野　照　弘
井　上　秀　作
長　野　敏　彦

　本会議では、各会派から次の25
人の議員が質疑・質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは異な
ります。）

議
　
員

議
　
員

市
　
長

市
　
長

市
　
長

公 明 党
ハートフル北九州
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
ハートフル北九州
公 明 党
日 本 共 産 党
自 由 民 主 党
ハートフル北九州
みんなの北九州
公 明 党
公 明 党
維 新
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
自 由 民 主 党
ふくおかネット
地 域 の 声
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
公 明 党
公 明 党
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
ハートフル北九州
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視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD（※）、
音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。
聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳者
の派遣先を紹介しています。事前にお問い合わせください。
次の定例会は、12月開催の予定です。

□全世帯配布1530001F

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課 ☎582-2621

議
　
員

市
　
長

議
　
員

24日（火）11月
13日（金）八幡東生涯学習センター

小倉南区・富士見ホール20日（金）
　
海
上
輸
送
と
航
空
輸
送
を
組
み
合
わ
せ
た

輸
送
。

＊
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ア
輸
送

＊

議
　
員

市
　
長

　子どもを取り巻く環境は日々変化を続けており、本市においても幼児期からのコ
ミュニケーション能力の低下、いじめ、不登校、学力の低下等解決すべき多くの課題
があります。
　これらの課題の解決のためには、子どもが自ら考え、表現し、行動しながらさまざ
まな課題に向き合い、解決していく力を身につけることが必要です。
　市議会教育水道委員会は、子どもたちが考える力、感じる力、想像する力、表現す
る力などを身につけるためには、読書活動が極めて重要であると考え、子どもが楽し
く自主的に読書に親しむことができる環境を整備するための「北九州市子ども読書
推進活動条例」案を取りまとめ、市議会６月定例会で全会一致で可決・成立したもの
であります。
　今後はこの条例により、子ども読書推進活動推進計画の策定や子ども図書館の
設置、家庭・地域・学校での子どもの読書活動の推進のための取り組みなどが進めら
れることになります。
　詳しくは、市議会ホームページの「議員立法」のページをご覧ください。

「北九州市子ども読書推進活動条例」が成立しました

平成26年度
各会計決算
を認定！！

期日前投票宣誓書 マイナンバー 防鳥ネット
障害者スポーツ支援 港湾関連事業 教育関連事業

誘致を見据えたプールの整備（八幡東区）繁華街のにぎわいづくり（小倉南区・議場）安全で安心なおいしい水

２６
年
度
決
算
の
評
価
と

今
後
の
活
か
し
方

北
九
州
市
環
境
首
都

総
合
交
通
戦
略

北
九
州
空
港
の
利
活
用

避
難
準
備
情
報
の
発
令
漏
れ

再
発
防
止
策

　
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
ま
ち
全

体
で
の
電
力
の
有
効
利
用
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
を
促
進
し
つ
つ
、
交
通
シ
ス
テ

ム
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革
を
目
指

す
も
の
。

＊
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

＊

可決した意見書・決議
　市議会では、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を求めるため、国や関係
機関への意見書の提出や決議を行っています。今定例会では、6件を可決しました。
地方創生に係る新型交付金等の財源確
保を求める意見書
県費負担教職員制度の見直しに伴う適
切な地方財政措置を求める意見書
ＵＲ賃貸住宅居住者の居住の安定と家
賃制度に関する意見書

金属スクラップ火災の対策を求める意
見書
ＩＣＴの利活用による地域活性化とふる
さとテレワークの推進を求める意見書
少人数学級推進のための教職員の適
正配置を求める意見書

○

○

○

○
　
○

○

関門海峡たこ（門司区）

　
　
　
　
　
主
要
国
の
閣
僚
ク
ラ
ス
が
一

　
　
　
　
　
堂
に
会
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣

会
合
は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

本
市
開
催
の
意
義
や
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
国
際
社
会
の
重
要
な
課
題
で
あ

　
　
　
　
　
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
討

議
内
容
は
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め
る
こ
と

と
な
る
。
本
市
は
水
素
、
風
力
発
電
な
ど
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

創
造
事
業
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
先
進
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、

本
市
の
国
際
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
に
結
び

付
け
た
い
。

　
ま
た
、
こ
の
会
合
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
で
、
市
民
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
つ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
、
行
政
、
経
済
団
体
、
民
間
団
体
な

ど
で
構
成
す
る
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
本

市
で
し
か
体
験
で
き
な
い
特
色
あ
る
視
察
や

事
業
な
ど
、
各
国
の
要
人
を
地
元
が
一
体
と

な
っ
て
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で
お
迎
え

で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

さばのぬか炊きさばのぬか炊き

旦過市場（小倉北区）旦過市場（小倉北区）

小倉牛

Ｇ
７
北
九
州
エ
ネ
ル
ギ
ー

大
臣
会
合



　
　
　
　
　
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て

　
　
　
　
　
い
る
本
市
で
は
、
お
墓
に
ま
つ

わ
る
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
立
霊
園
で

の
自
然
葬
、
特
に
、
樹
木
葬
の
可
能
性
を
尋

ね
る
。

　
　
　
　
　
市
立
霊
園
に
は
、
現
在
、
一
般

　
　
　
　
　
墓
所
が
約
２
２
０
０
０
区
画
あ

る
。
こ
こ
数
年
は
年
間
100
区
画
程
度
の
空
き

区
画
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
の
応
募

状
況
は
、
次
第
に
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、

２６
年
度
の
倍
率
は
２
・
１
倍
と
依
然
需
要
が

あ
る
。

　
本
市
で
は
、
引
き
続
き
、
市
立
霊
園
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
返
還
さ
れ
た
区
画

や
無
縁
墓
の
再
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
安
定

的
な
墓
所
の
供
給
を
行
い
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
散
骨
や
樹
木
葬
な
ど
の
自
然
葬
は
、
近
年
、

民
間
霊
園
な
ど
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

東
京
都
や
横
浜
市
な
ど
、
大
都
市
圏
で
は
、

少
な
い
な
が
ら
も
、
公
立
霊
園
で
樹
林
墓
地

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
も
、
埋
葬
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
民
間
と
の
役

割
分
担
や
、
こ
れ
か
ら
の
市
立
霊
園
の
あ
り

方
な
ど
も
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
安
全
対
策
と
し
て
通

　
　
　
　
　
学
路
の
防
犯
灯
を
充
実
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
通
学
路
の
防
犯
灯

調
査
の
進
捗
状
況
と
、
安
全
対
策
強
化
に
向

け
た
防
犯
灯
充
実
策
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
防
犯
灯
充
実
に
向
け
て
、
２６
年

　
　
　
　
　
度
、
全
て
の
小
・
中
学
校
の
通

学
路
を
対
象
に
実
態
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

地
域
に
よ
り
設
置
間
隔
に
差
が
あ
る
な
ど
、

増
設
が
必
要
な
箇
所
も
あ
っ
た
。
一
方
、
地

域
か
ら
は
、
防
犯
灯
充
実
は
積
極
的
な
推
進

が
望
ま
し
い
が
、
公
共
性
を
重
視
し
、
公
助

の
役
割
の
強
化
や
新
た
な
経
費
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
配
慮
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
検
討
し
た
結
果
、

通
学
路
の
防
犯
灯
は
、
地
域
が
設
置
し
た
防

犯
灯
の
う
ち
、
L
E
D
化
さ
れ
た
も
の
か
ら

電
気
代
、
維
持
管
理
費
を
全
額
補
助
す
る
。

増
設
が
必
要
な
防
犯
灯
は
、
市
が
整
備
す
る
。

こ
の
２
点
を
基
本
と
し
、
通
学
路
の
夜
間
対

策
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
今
後
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
、
よ
り
詳
細

な
制
度
設
計
、
地
域
や
学
校
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
28
年
度
か
ら
の
円
滑
な
事
業
実

施
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
北
九
州
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
で
整

　
　
　
　
　
備
を
進
め
る
浅
野
町
緑
地
や
砂

津
緑
地
を
魅
力
的
な
空
間
に
す
る
た
め
、
公

民
連
携
に
よ
る
魅
力
向
上
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
２６
年
に
策
定
し
た
都
心
集
客
ア

　
　
　
　
　
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、「
新
幹

線
口
エ
リ
ア
で
生
み
出
し
た
に
ぎ
わ
い
を
都

心
全
体
の
に
ぎ
わ
い
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

回
遊
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
道
路
や

河
川
、
港
湾
緑
地
な
ど
の
公
共
空
間
で
は
、

民
有
地
と
の
一
体
的
な
利
用
や
、
民
間
事
業

者
が
行
う
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
オ
ー
プ
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
が
日
常
的
に
開
催
で
き
る
よ
う
、

一
定
条
件
の
下
で
の
規
制
緩
和
な
ど
、
に
ぎ

わ
い
創
出
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。
　

　
勝
山
公
園
や
あ
さ
の
汐
風
公
園
で
は
、
カ

フ
ェ
や
管
理
運
営
に
民
間
活
力
導
入
の
検
討

を
始
め
て
い
る
。
浅
野
町
緑
地
や
砂
津
緑
地

で
も
、
民
間
事
業
者
、
団
体
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
進
め
る
こ
と
で
、

新
幹
線
口
エ
リ
ア
全
体
が
魅
力
的
な
空
間
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
海
外
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄

　
　
　
　
　
港
で
き
る
よ
う
に
、
早
急
な
、

ひ
び
き
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
取
り
組

み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
２６
年
か
ら
寄
港
し

　
　
　
　
　
始
め
た
中
国
人
観
光
客
を
対
象

と
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
を
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
誘
致
活
動
を
始
め
て
い
る
。
　
　
　

　
27
年
度
は
、
北
京
、
煙
台
、
上
海
の
船
会

社
な
ど
を
訪
問
し
、
精
力
的
に
誘
致
活
動
を

行
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
船
会
社
も
本
市
を

訪
れ
、
実
際
に
現
地
を
視
察
し
て
い
る
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
で
入
国
す
る
外
国
人
旅
行
客

は
増
加
傾
向
で
、
九
州
全
体
で
寄
港
で
き
る

岸
壁
が
不
足
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
状
況
を
ふ

ま
え
、
５
万
ト
ン
を
超
え
る
船
も
受
け
入
れ

可
能
で
、
潮
流
の
影
響
も
受
け
な
い
ひ
び
き

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
、
貨
物
・
荷
役
の
調
整
や
、
保
安
対
策
、

船
舶
規
模
の
確
認
な
ど
の
調
整
を
行
い
、
こ

の
秋
に
は
受
け
入
れ
を
案
内
で
き
る
よ
う
作

業
を
急
い
で
い
る
。

　
地
域
の
活
性
化
や
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
と
も
積
極
的

に
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
本
市
の
産
業
遺
産
群
が
世
界
文

　
　
　
　
　
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
が
、
先

送
り
さ
れ
て
い
る
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
取

り
組
み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
は
、

　
　
　
　
　
200
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
郷

土
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
で
、
提
灯
山
の
愛

称
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
芸
能
、
儀
式
、

祭
礼
行
事
な
ど
の
保
護
を
目
的
に
登
録
す
る

も
の
で
、全
世
界
で
314
件
、う
ち
日
本
は
、能
楽
、

文
楽
、
歌
舞
伎
、
和
食
、
和
紙
な
ど
、
22
件

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
27
年
３
月
、
戸
畑
祇
園
を
含
む
33
件
の
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が
山
・
鉾
・
屋

台
行
事
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
申
請
さ
れ
た
。

本
市
は
戸
畑
祇
園
大
山
笠
振
興
会
と
協
力
し

て
、
同
意
書
の
提
出
や
映
像
資
料
の
提
供
な

ど
を
行
っ
た
。

　
登
録
が
決
定
す
れ
ば
、
本
市
の
貴
重
な
伝

統
文
化
の
情
報
発
信
力
が
高
ま
り
、
郷
土
の

文
化
を
誇
り
に
思
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

ま
ず
は
、
登
録
を
目
指
し
、
文
化
庁
や
他
都

市
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
と
の
交
流
内
容

　
　
　
　
　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
期

待
さ
れ
る
の
か
。
姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
た

検
討
や
協
議
は
ど
こ
ま
で
進
み
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
な
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
で
上

　
　
　
　
　
水
道
分
野
の
技
術
協
力
を
１１
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
水
道
普
及
率
や
漏

水
率
の
改
善
成
果
は
、
世
界
的
に
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
奇
跡
と
称
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
下

水
道
分
野
で
は
、
２６
年
度
か
ら
、
人
材
育
成

な
ど
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
交
流
で
は
、
環
境
分
野
や
上
下
水

道
分
野
の
技
術
協
力
を
行
い
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

都
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。
こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
、
相
互
の

理
解
を
深
め
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
分
野
に

も
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
27
年
７
月
に
来
訪
さ
れ
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
か
ら
、
本
市
と
プ
ノ
ン
ペ

ン
都
と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
ご
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
　
月
に
は
本
市
の
副
市
長
を
プ
ノ

ン
ペ
ン
都
に
派
遣
し
、
具
体
的
な
協
議
を
行
い
、

今
後
の
各
分
野
の
交
流
可
能
性
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
本
市
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目

　
　
　
　
　
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
最
大

の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
持
つ
意
義
と
効
果
の
考

え
方
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が

　
　
　
　
　
見
込
め
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

飲
食
、
物
販
、
宿
泊
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
向
け
た
情
報
発
信
が
で
き
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
生
む
こ
と
か
ら
本
市
で

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
く
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
民
間
団
体

な
ど
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
、
今
後
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
民

間
イ
ベ
ン
ト
を
行
政
が
支
援
し
、
年
間
を
通

じ
て
切
れ
目
な
く
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
、
全
市
的
な
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
関
係
部
局
と
連
携
し
、
市
民

や
民
間
団
体
の
力
を
活
用
す
る
な
ど
、
総
合

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
継
続
的
な
集
客
や

本
市
の
魅
力
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
か
ら
防
災
リ
ー
ダ

　
　
　
　
　
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
本
市
で

行
っ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
救
命
士
事
業
を
、
地

域
防
災
、
共
助
へ
と
つ
な
げ
、
市
民
防
災
会

を
活
性
化
さ
せ
る
試
み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
22
年
度
か
ら
始
め
た
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
救
命
士
事
業
は
、
小
・
中･

高

等
学
校
と
発
育
段
階
に
合
わ
せ
た
応
急
手
当

の
方
法
を
指
導
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
命
の

大
切
さ
、
共
に
助
け
合
う
精
神
を
身
に
つ
け
、

将
来
、
市
民
の
誰
も
が
応
急
手
当
を
行
え
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業

に
よ
り
、
防
災
知
識
と
共
助
の
精
神
を
持
っ

た
将
来
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
一
方
、
市
民
防
災
会
の
課
題
は
、
研
修
や

訓
練
へ
の
参
加
者
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
防
災
委
員
や
防
災
推
進

員
の
高
齢
化
な
ど
が
あ
る
。

　
市
民
防
災
会
活
動
に
若
い
防
災
リ
ー
ダ
ー

が
参
加
す
る
こ
と
は
、
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
り
、
組
織
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。ま
ず
は
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
避
難
訓
練
や
災
害
図

上
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
、

市
民
防
災
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
認
知
症
カ
フ
ェ
の
普
及
に
向
け
、

　
　
　
　
　
個
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
福
祉
関
係
の

民
間
事
業
者
な
ど
へ
の
働
き
か
け
や
啓
発
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
現
在
、市
内
の
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、

　
　
　
　
　
介
護
事
業
者
や
民
間
病
院
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
、
自
治
会
や

民
生
委
員
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。

　
認
知
症
高
齢
者
は
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す

る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
知
症
カ

フ
ェ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
担
い
手
に
よ
り
、

当
事
者
の
意
向
や
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
形

で
増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
本
市
で
は
、
28
年
４
月
開
設
予
定
の
（
仮

称
）
認
知
症
支
援
・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
に
、

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
カ
フ
ェ
の
見
学

や
体
験
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
通
じ
て
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
、
積
極
的
に
普

及
を
図
り
た
い
。

　
認
知
症
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
当
事
者
団
体
な
ど
と

一
体
と
な
り
、
当
事
者
の
目
線
に
立
っ
た
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
国
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

　
　
　
　
　
社
会
へ
の
対
応
策
と
し
て
連
携

中
枢
都
市
圏
構
想
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

本
市
と
近
隣
自
治
体
で
形
成
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
中
間
、
遠
賀
、
京
築
、

　
　
　
　
　
直
方
、
鞍
手
の
各
地
域
、
６
市

１１
町
で
構
成
す
る
福
岡
県
北
東
部
地
方
拠
点

都
市
地
域
整
備
推
進
協
議
会
な
ど
、
本
市
の

魅
力
向
上
や
活
性
化
の
た
め
の
連
携
を
進
め

て
き
た
。

　
国
は
、
26
年
に
地
方
自
治
法
を
改
正
し
、

圏
域
を
定
め
た
上
で
近
隣
自
治
体
と
連
携
協

約
を
締
結
で
き
る
制
度
を
新
設
し
た
。
こ
の

連
携
中
枢
都
市
圏
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
域
連

携
と
比
べ
、
各
自
治
体
の
議
会
の
議
決
が
必

要
な
た
め
、
政
策
の
継
続
性
が
担
保
さ
れ
、

国
か
ら
は
地
方
交
付
税
の
財
政
措
置
が
な
さ

れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
現
在
、
中
間
、
遠
賀
、
京
築
、
直
方
、
鞍

手
の
各
自
治
体
に
、
圏
域
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
へ
の
参
加
意
向
を
確
認
し
て
い
る
。

　
27
年
度
中
に
、
参
加
意
向
の
自
治
体
と
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
や
方
向
性
を
協
議
し

て
、
協
約
を
締
結
す
る
意
向
の
あ
る
自
治
体

と
連
携
協
約
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
本
市
の
障
害
児･

者
の
療
育
と

　
　
　
　
　
医
療
の
中
核
施
設
で
あ
る
総
合

療
育
セ
ン
タ
ー
の（
仮
称
）西
部
分
所
の
主
な

機
能
と
、
同
セ
ン
タ
ー
本
体
の
機
能
拡
充
や
、

強
化
の
概
要
と
特
徴
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
西
部
分
所
の
機
能
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
入
所
・
入
院
機
能
を
持
た
な
い

外
来
診
療
で
、
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
本
体
で

治
療
方
針
が
決
定
し
た
再
診
患
者
を
対
象
と

す
る
。
小
児
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、

整
形
外
科
な
ど
、
５
つ
の
診
療
科
を
設
置
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
外
来
や
児
童
通

所
利
用
者
に
理
学
療
法
や
作
業
療
法
、
心
理

療
法
な
ど
を
提
供
す
る
。
児
童
通
所
で
は
、

発
達
や
育
児
上
の
課
題
が
あ
る
子
ど
も
や
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
保
育
活
動
を
行
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
本
体
の
機
能
拡
充
で
は
、
外

来
診
療
部
門
に
児
童
精
神
科
や
婦
人
科
を
新

設
し
、
医
師
の
増
員
や
診
療
室
の
増
設
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。
入
所
・
入
院
機
能
は
、

病
床
を
100
床
か
ら
165
床
に
増
床
し
、
小
規
模

単
位
で
介
護
を
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
方
式
を

導
入
す
る
な
ど
の
拡
充
を
図
る
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
、
施
設
の
拡
充
に
よ
り
、

今
後
も
本
市
の
障
害
児･

者
の
療
育
・
医
療

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
本
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
が

単
な
る
夢
や
希
望
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

目
標
達
成
す
る
た
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

戦
略
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
の
総
合
戦
略
の
基
本
方
針

　
　
　
　
　
は
、
女
性
と
若
者
の
定
着
な
ど

で
、
社
会
動
態
を
プ
ラ
ス
に
し
、
地
方
創
生

の
成
功
モ
デ
ル
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
方
針
を
達
成
す
る
た
め
、
４
つ
の
柱
か

ら
な
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
定
め
、
柱
ご
と

に
基
本
目
標
を
具
体
的
な
数
値
と
し
て
提
案

し
て
い
る
。
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
達
成

に
は
、
各
界
、
住
民
代
表
か
ら
な
る
本
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
協
議
会
の
意

見
を
ふ
ま
え
て
、
オ
ー
ル
北
九
州
で
取
り
組

ん
で
い
く
。
本
市
も
総
務
企
画
局
に
地
方
創

生
推
進
室
を
新
設
し
、
定
住･

移
住
推
進
本

部
の
設
置
な
ど
、
体
制
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
、
総
合
戦
略
の
実
施
に
向
け
た
工
程

表
を
作
成
し
、
国
の
地
方
創
生
の
新
型
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
具
体
的
な
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。
加
え
て
、
市
長
を
ト
ッ
プ

と
す
る
推
進
本
部
や
推
進
協
議
会
で
、
進
捗

状
況
を
検
証
す
る
な
ど
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
確
立
し
、総
合
戦
略
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
工
藤
会

　
　
　
　
　
壊
滅
に
向
け
た
幹
部
逮
捕
か
ら

１
年
を
迎
え
て
の
感
想
と
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
暴
力
団
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
凶

　
　
　
　
　
悪
事
件
の
発
生
は
、
市
民
生
活

に
大
き
な
不
安
を
与
え
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
、

経
済
活
動
に
も
影
響
を
与
え
る
大
き
な
問
題

で
あ
っ
た
。
本
市
で
は
、
警
察
、
市
民
な
ど

と
一
丸
と
な
り
暴
力
団
排
除
を
推
進
し
て
き

た
中
、
26
年
９
月
、
本
市
に
拠
点
を
置
く
暴

力
団
の
最
高
幹
部
が
逮
捕
さ
れ
た
。そ
の
後
も
、

未
解
決
事
件
で
の
最
高
幹
部
ら
の
再
逮
捕
、

所
得
税
法
違
反
で
の
摘
発
、
組
事
務
所
の
使

用
制
限
命
令
な
ど
、
暴
力
団
対
策
は
大
き
く

進
展
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
捜
査
当
局
、
長
年
に
わ
た
り
粘
り
強
く

暴
追
に
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
、
事
業
者
の

方
々
へ
敬
意
を
表
す
る
。

　
今
後
と
も
引
き
続
き
、
警
察
、
行
政
、
市

民
が
力
を
合
わ
せ
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

安
全
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
。
ま
た
、
そ

の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
情
報
発
信
し
、
本

市
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
、
人
と
企
業
が
さ

ら
に
集
ま
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
や

　
　
　
　
　
法
定
雇
用
率
の
見
直
し
な
ど
の

国
の
動
き
を
ふ
ま
え
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
障
害

　
　
　
　
　
者
の
就
労
環
境
は
、
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。
募
集
、
採
用
か
ら
職

場
の
定
着
ま
で
、雇
用
分
野
の
差
別
の
禁
止
や
、

合
理
的
配
慮
の
提
供
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
企
業
に
法
改
正
の
内
容
や
具

体
的
事
例
、
助
成
金
制
度
な
ど
を
掲
載
し
た

障
害
者
雇
用
促
進
ガ
イ
ド
を
作
成
、
配
布
し

周
知
を
図
る
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
の
特
性

や
通
院
・
服
薬
の
遵
守
、体
調
管
理
を
は
じ
め
、

雇
用
主
側
に
求
め
ら
れ
る
配
慮
な
ど
を
理
解

し
て
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

重
点
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
市
役
所
で
は
、

新
た
に
立
ち
上
げ
た
障
害
者
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
を

嘱
託
員
と
し
て
雇
用
す
る
な
ど
、
民
間
企
業

の
模
範
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
企
業
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
が
一
丸
と

な
っ
て
、
障
害
者
雇
用
の
さ
ら
な
る
拡
大
を

図
り
、
障
害
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い
ま
ち

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
議
員
提
案
に
よ
る
本
市
子
ど
も

　
　
　
　
　
読
書
活
動
推
進
条
例
の
施
行
に

よ
り
、
推
進
会
議
委
員
の
公
募
や
推
進
会
議

が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の

考
え
方
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
に
、
子

　
　
　
　
　
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も

が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を

高
め
、
想
像
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生

を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
あ
る
。

ま
た
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
基
礎
学
力

を
育
て
る
上
で
も
重
要
と
あ
り
、
教
育
委
員

会
も
同
様
に
考
え
て
い
る
。

　
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
大
学
や
学
校
図
書

館
の
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
付
属
機
関
の
本

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会
議
を
設
置
し
、

８
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
た
。
　
月
開

催
の
第
２
回
会
議
で
は
、
次
期
子
ど
も
読
書

プ
ラ
ン
の
基
本
的
な
方
向
性
を
検
討
し
、
素

案
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　

　
素
案
作
成
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
市
民
意
見
を
ふ
ま
え
、
27
年
度
中

に
次
期
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
図
書
館
の
具
体
的

な
整
備
内
容
な
ど
の
検
討
を
始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
花
野
路
中
央
公
園
を
含
め
、
本

　
　
　
　
　
市
地
域
防
災
計
画
で
示
す
一
時

避
難
地
の
公
園
の
ト
イ
レ
を
見
直
し
、
機
能

的
に
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
ト
イ
レ
を
整
備
す

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
現
在
、
一
時
避
難
地
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
い
る
都
市
公
園
は
１２１
カ
所
あ
り
、

こ
の
う
ち
７
カ
所
の
公
園
に
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
平
常
時
の
利
用
頻

度
や
経
費
面
な
ど
も
考
慮
し
て
、
ト
イ
レ
の

必
要
性
や
求
め
ら
れ
る
機
能
を
防
災
関
係
者

や
関
係
部
局
と
検
討
し
て
い
く
。

　
花
野
路
中
央
公
園
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
さ
れ
、
多
く
の

人
が
集
ま
る
近
隣
公
園
と
し
て
１７
年
に
開
設

し
た
。
整
備
段
階
で
ト
イ
レ
の
設
置
を
検
討

し
た
が
、
周
辺
に
ま
だ
住
居
が
少
な
か
っ
た

こ
と
や
、
地
元
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
周
辺
居
住
者
や
公
園
の
利
用
者
が

増
え
、
一
時
避
難
地
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

地
元
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
関
門
橋
、
関
門
ト
ン
ネ
ル
が
不

　
　
　
　
　
通
に
な
っ
た
際
の
代
替
道
路
と

し
て
、
新
規
の
下
関
北
九
州
道
路
の
建
設
を

国
に
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
優
先
す

る
必
要
性
を
問
う
。

　
　
　
　
　
関
門
地
域
で
は
、
今
後
も
本
市

　
　
　
　
　
と
下
関
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
協
力
し
合
い
、
地
域
間
の
交
流
や
連
携
の

強
化
を
支
援
す
る
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、老
朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
や
、事
故
、

強
風
に
よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
や
関
門
橋
の
通
行

止
め
が
一
旦
起
こ
る
と
、
関
門
海
峡
間
の
陸

上
交
通
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
機
能

の
補
完
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
地
域
で
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
が
発

生
す
る
と
、長
期
に
わ
た
り
交
通
が
寸
断
さ
れ
、

経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。
生
産
活
動
の
た
め
の
原
材
料

や
部
品
の
調
達
に
支
障
が
生
じ
、
経
済
損
失

額
は
全
国
で
年
間
１４
兆
円
程
度
に
な
る
と
算

出
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
れ
ば
、

日
本
全
体
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
た
め
、
代
替
機
能
の
確
保
は
極
め
て
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

早
期
実
現
に
向
け
て
、
国
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
児
童
の
専
用
区
画
の
基
準
を
確

　
　
　
　
　
保
で
き
な
い
ク
ラ
ブ
の
改
善
や
、

指
導
員
を
２
人
と
も
放
課
後
児
童
支
援
員
に

す
る
た
め
の
予
算
措
置
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　
　
の
も
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
備
や
運
営
を
条
例
で
定
め
、
27
年
４
月

か
ら
施
行
し
た
。
条
例
で
は
、
児
童
１
人
当

た
り
の
専
用
区
画
の
面
積
を
お
お
む
ね
1

・

65
㎡
と
し
た
。
ま
た
、
児
童
お
お
む
ね
４０
人

に
対
し
て
、
放
課
後
児
童
支
援
員
を
２
人
以

上
配
置
す
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
う
ち
１
人

を
除
い
て
補
助
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
全
児

童
化
の
取
り
組
み
の
中
で
、
条
例
で
定
め
る

以
前
か
ら
、
新
制
度
が
求
め
る
基
準
を
お
お

む
ね
確
保
し
て
い
る
。
２５
年
に
実
施
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
施
設
、
環
境
の

満
足
度
は
７７
％
、
指
導
員
の
配
置
状
況
は
８７

％
と
利
用
者
か
ら
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
条
例
で
定
め
る
基
準
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
坂
道
や
階
段
の
あ
る
高
台
に
住

　
　
　
　
　
む
高
齢
者
に
も
援
助
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
収
集
の
対
象
者
を

現
行
の
要
介
護
２
以
上
か
ら
要
支
援
以
上
の

方
に
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
の
要
介
護
度
の

　
　
　
　
　
要
件
は
、
歩
行
が
ご
み
出
し
に

必
要
な
動
作
で
あ
る
こ
と
、
歩
行
が
困
難
と

な
る
目
安
が
要
介
護
２
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
て
決
定
し
た
。
　

　
一
方
、
市
内
に
は
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
ご

み
出
し
支
援
と
し
て
、
介
護
保
険
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
あ

る
。
こ
う
し
た
地
域
に
よ
る
支
え
合
い
は
、

本
市
の
地
域
の
力
の
強
さ
を
表
す
も
の
で
、

財
産
と
考
え
て
い
る
。

　
ご
み
出
し
支
援
は
、
地
域
や
民
間
事
業
者

の
活
動
も
あ
り
、
利
用
者
は
状
況
に
合
わ
せ

て
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
適
切
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
収
集
の
要

件
は
、
現
行
の
ま
ま
と
考
え
て
い
る
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
自
宅
か
ら
遠
い
場
合
に
は
、

地
域
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
新
設
や
移
動
な
ど

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
生
活
保
護
基
準
以
下
で
生
活
す

る
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

要
保
護
水
準
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
高
齢
者

へ
の
啓
発
を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
区
役
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
ス
や
制
度
の
相
談
を
受
け
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
も
、
生
活
に
困
窮
す
る
よ

う
な
人
に
は
、
生
活
保
護
制
度
を
紹
介
し
て

い
る
。
区
役
所
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
に
は
、
職
員
が
出
張
面
接
で
制
度
の
説
明

を
行
っ
て
い
る
。

　
生
活
保
護
制
度
の
広
報
は
、
各
区
役
所
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
冊
子
に
も
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
一
方
、
地
域
で
は
、
民
生
委
員
や
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
係
長
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
が
、
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
の
個
別
事
案
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
て
訪
問
し
、
生
活
保
護
制
度
の

周
知
や
窓
口
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
真
に
保
護
が
必
要
な
人
が
着

実
に
生
活
保
護
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続

き
広
報
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
て
い

く
。

本会議や委員会はどなたでも傍聴することができます。くわしくは市議会事務局総務課にお問い合わせください。（☎582-2621）
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議

　員

建

　設

局

　長
市
立
霊
園
で
の
自
然
葬

北
九
州
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の

魅
力
向
上

戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
を

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
都

と
の
姉
妹
都
市
締
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に
向
け
て

海
外
ク
ル
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ズ
船
の
誘
致

法
改
正
後
の
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者
支
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策

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

暴
力
団
排
除
の
推
進

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

さ
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充
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集
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活
保
護
制
度

一
時
避
難
地
の
ト
イ
レ
整
備

（
仮
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集
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発
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携
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議

　員

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
よ
る

共
助
の
取
り
組
み

認
知
症
カ
フ
ェ
の
普
及



　
　
　
　
　
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て

　
　
　
　
　
い
る
本
市
で
は
、
お
墓
に
ま
つ

わ
る
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
立
霊
園
で

の
自
然
葬
、
特
に
、
樹
木
葬
の
可
能
性
を
尋

ね
る
。

　
　
　
　
　
市
立
霊
園
に
は
、
現
在
、
一
般

　
　
　
　
　
墓
所
が
約
２
２
０
０
０
区
画
あ

る
。
こ
こ
数
年
は
年
間
100
区
画
程
度
の
空
き

区
画
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
の
応
募

状
況
は
、
次
第
に
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、

２６
年
度
の
倍
率
は
２
・
１
倍
と
依
然
需
要
が

あ
る
。

　
本
市
で
は
、
引
き
続
き
、
市
立
霊
園
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
返
還
さ
れ
た
区
画

や
無
縁
墓
の
再
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
安
定

的
な
墓
所
の
供
給
を
行
い
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
散
骨
や
樹
木
葬
な
ど
の
自
然
葬
は
、
近
年
、

民
間
霊
園
な
ど
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

東
京
都
や
横
浜
市
な
ど
、
大
都
市
圏
で
は
、

少
な
い
な
が
ら
も
、
公
立
霊
園
で
樹
林
墓
地

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
も
、
埋
葬
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
民
間
と
の
役

割
分
担
や
、
こ
れ
か
ら
の
市
立
霊
園
の
あ
り

方
な
ど
も
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
安
全
対
策
と
し
て
通

　
　
　
　
　
学
路
の
防
犯
灯
を
充
実
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
通
学
路
の
防
犯
灯

調
査
の
進
捗
状
況
と
、
安
全
対
策
強
化
に
向

け
た
防
犯
灯
充
実
策
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
防
犯
灯
充
実
に
向
け
て
、
２６
年

　
　
　
　
　
度
、
全
て
の
小
・
中
学
校
の
通

学
路
を
対
象
に
実
態
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

地
域
に
よ
り
設
置
間
隔
に
差
が
あ
る
な
ど
、

増
設
が
必
要
な
箇
所
も
あ
っ
た
。
一
方
、
地

域
か
ら
は
、
防
犯
灯
充
実
は
積
極
的
な
推
進

が
望
ま
し
い
が
、
公
共
性
を
重
視
し
、
公
助

の
役
割
の
強
化
や
新
た
な
経
費
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
配
慮
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
検
討
し
た
結
果
、

通
学
路
の
防
犯
灯
は
、
地
域
が
設
置
し
た
防

犯
灯
の
う
ち
、
L
E
D
化
さ
れ
た
も
の
か
ら

電
気
代
、
維
持
管
理
費
を
全
額
補
助
す
る
。

増
設
が
必
要
な
防
犯
灯
は
、
市
が
整
備
す
る
。

こ
の
２
点
を
基
本
と
し
、
通
学
路
の
夜
間
対

策
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
今
後
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
、
よ
り
詳
細

な
制
度
設
計
、
地
域
や
学
校
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
28
年
度
か
ら
の
円
滑
な
事
業
実

施
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
北
九
州
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
で
整

　
　
　
　
　
備
を
進
め
る
浅
野
町
緑
地
や
砂

津
緑
地
を
魅
力
的
な
空
間
に
す
る
た
め
、
公

民
連
携
に
よ
る
魅
力
向
上
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
２６
年
に
策
定
し
た
都
心
集
客
ア

　
　
　
　
　
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、「
新
幹

線
口
エ
リ
ア
で
生
み
出
し
た
に
ぎ
わ
い
を
都

心
全
体
の
に
ぎ
わ
い
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

回
遊
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
道
路
や

河
川
、
港
湾
緑
地
な
ど
の
公
共
空
間
で
は
、

民
有
地
と
の
一
体
的
な
利
用
や
、
民
間
事
業

者
が
行
う
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
オ
ー
プ
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
が
日
常
的
に
開
催
で
き
る
よ
う
、

一
定
条
件
の
下
で
の
規
制
緩
和
な
ど
、
に
ぎ

わ
い
創
出
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。
　

　
勝
山
公
園
や
あ
さ
の
汐
風
公
園
で
は
、
カ

フ
ェ
や
管
理
運
営
に
民
間
活
力
導
入
の
検
討

を
始
め
て
い
る
。
浅
野
町
緑
地
や
砂
津
緑
地

で
も
、
民
間
事
業
者
、
団
体
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
進
め
る
こ
と
で
、

新
幹
線
口
エ
リ
ア
全
体
が
魅
力
的
な
空
間
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
海
外
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄

　
　
　
　
　
港
で
き
る
よ
う
に
、
早
急
な
、

ひ
び
き
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
取
り
組

み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
２６
年
か
ら
寄
港
し

　
　
　
　
　
始
め
た
中
国
人
観
光
客
を
対
象

と
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
を
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
誘
致
活
動
を
始
め
て
い
る
。
　
　
　

　
27
年
度
は
、
北
京
、
煙
台
、
上
海
の
船
会

社
な
ど
を
訪
問
し
、
精
力
的
に
誘
致
活
動
を

行
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
船
会
社
も
本
市
を

訪
れ
、
実
際
に
現
地
を
視
察
し
て
い
る
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
で
入
国
す
る
外
国
人
旅
行
客

は
増
加
傾
向
で
、
九
州
全
体
で
寄
港
で
き
る

岸
壁
が
不
足
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
状
況
を
ふ

ま
え
、
５
万
ト
ン
を
超
え
る
船
も
受
け
入
れ

可
能
で
、
潮
流
の
影
響
も
受
け
な
い
ひ
び
き

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
、
貨
物
・
荷
役
の
調
整
や
、
保
安
対
策
、

船
舶
規
模
の
確
認
な
ど
の
調
整
を
行
い
、
こ

の
秋
に
は
受
け
入
れ
を
案
内
で
き
る
よ
う
作

業
を
急
い
で
い
る
。

　
地
域
の
活
性
化
や
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
と
も
積
極
的

に
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
本
市
の
産
業
遺
産
群
が
世
界
文

　
　
　
　
　
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
が
、
先

送
り
さ
れ
て
い
る
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
取

り
組
み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
は
、

　
　
　
　
　
200
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
郷

土
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
で
、
提
灯
山
の
愛

称
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
芸
能
、
儀
式
、

祭
礼
行
事
な
ど
の
保
護
を
目
的
に
登
録
す
る

も
の
で
、全
世
界
で
314
件
、う
ち
日
本
は
、能
楽
、

文
楽
、
歌
舞
伎
、
和
食
、
和
紙
な
ど
、
22
件

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
27
年
３
月
、
戸
畑
祇
園
を
含
む
33
件
の
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が
山
・
鉾
・
屋

台
行
事
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
申
請
さ
れ
た
。

本
市
は
戸
畑
祇
園
大
山
笠
振
興
会
と
協
力
し

て
、
同
意
書
の
提
出
や
映
像
資
料
の
提
供
な

ど
を
行
っ
た
。

　
登
録
が
決
定
す
れ
ば
、
本
市
の
貴
重
な
伝

統
文
化
の
情
報
発
信
力
が
高
ま
り
、
郷
土
の

文
化
を
誇
り
に
思
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

ま
ず
は
、
登
録
を
目
指
し
、
文
化
庁
や
他
都

市
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
と
の
交
流
内
容

　
　
　
　
　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
期

待
さ
れ
る
の
か
。
姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
た

検
討
や
協
議
は
ど
こ
ま
で
進
み
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
な
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
で
上

　
　
　
　
　
水
道
分
野
の
技
術
協
力
を
１１
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
水
道
普
及
率
や
漏

水
率
の
改
善
成
果
は
、
世
界
的
に
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
奇
跡
と
称
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
下

水
道
分
野
で
は
、
２６
年
度
か
ら
、
人
材
育
成

な
ど
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
交
流
で
は
、
環
境
分
野
や
上
下
水

道
分
野
の
技
術
協
力
を
行
い
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

都
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。
こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
、
相
互
の

理
解
を
深
め
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
分
野
に

も
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
27
年
７
月
に
来
訪
さ
れ
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
か
ら
、
本
市
と
プ
ノ
ン
ペ

ン
都
と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
ご
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
　
月
に
は
本
市
の
副
市
長
を
プ
ノ

ン
ペ
ン
都
に
派
遣
し
、
具
体
的
な
協
議
を
行
い
、

今
後
の
各
分
野
の
交
流
可
能
性
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
本
市
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目

　
　
　
　
　
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
最
大

の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
持
つ
意
義
と
効
果
の
考

え
方
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が

　
　
　
　
　
見
込
め
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

飲
食
、
物
販
、
宿
泊
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
向
け
た
情
報
発
信
が
で
き
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
生
む
こ
と
か
ら
本
市
で

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
く
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
民
間
団
体

な
ど
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
、
今
後
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
民

間
イ
ベ
ン
ト
を
行
政
が
支
援
し
、
年
間
を
通

じ
て
切
れ
目
な
く
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
、
全
市
的
な
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
関
係
部
局
と
連
携
し
、
市
民

や
民
間
団
体
の
力
を
活
用
す
る
な
ど
、
総
合

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
継
続
的
な
集
客
や

本
市
の
魅
力
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
か
ら
防
災
リ
ー
ダ

　
　
　
　
　
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
本
市
で

行
っ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
救
命
士
事
業
を
、
地

域
防
災
、
共
助
へ
と
つ
な
げ
、
市
民
防
災
会

を
活
性
化
さ
せ
る
試
み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
22
年
度
か
ら
始
め
た
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
救
命
士
事
業
は
、
小
・
中･

高

等
学
校
と
発
育
段
階
に
合
わ
せ
た
応
急
手
当

の
方
法
を
指
導
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
命
の

大
切
さ
、
共
に
助
け
合
う
精
神
を
身
に
つ
け
、

将
来
、
市
民
の
誰
も
が
応
急
手
当
を
行
え
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業

に
よ
り
、
防
災
知
識
と
共
助
の
精
神
を
持
っ

た
将
来
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
一
方
、
市
民
防
災
会
の
課
題
は
、
研
修
や

訓
練
へ
の
参
加
者
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
防
災
委
員
や
防
災
推
進

員
の
高
齢
化
な
ど
が
あ
る
。

　
市
民
防
災
会
活
動
に
若
い
防
災
リ
ー
ダ
ー

が
参
加
す
る
こ
と
は
、
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
り
、
組
織
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。ま
ず
は
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
避
難
訓
練
や
災
害
図

上
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
、

市
民
防
災
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
認
知
症
カ
フ
ェ
の
普
及
に
向
け
、

　
　
　
　
　
個
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
福
祉
関
係
の

民
間
事
業
者
な
ど
へ
の
働
き
か
け
や
啓
発
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
現
在
、市
内
の
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、

　
　
　
　
　
介
護
事
業
者
や
民
間
病
院
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
、
自
治
会
や

民
生
委
員
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。

　
認
知
症
高
齢
者
は
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す

る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
知
症
カ

フ
ェ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
担
い
手
に
よ
り
、

当
事
者
の
意
向
や
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
形

で
増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
本
市
で
は
、
28
年
４
月
開
設
予
定
の
（
仮

称
）
認
知
症
支
援
・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
に
、

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
カ
フ
ェ
の
見
学

や
体
験
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
通
じ
て
、

そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
、
積
極
的
に
普

及
を
図
り
た
い
。

　
認
知
症
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
当
事
者
団
体
な
ど
と

一
体
と
な
り
、
当
事
者
の
目
線
に
立
っ
た
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
国
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

　
　
　
　
　
社
会
へ
の
対
応
策
と
し
て
連
携

中
枢
都
市
圏
構
想
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

本
市
と
近
隣
自
治
体
で
形
成
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
中
間
、
遠
賀
、
京
築
、

　
　
　
　
　
直
方
、
鞍
手
の
各
地
域
、
６
市

１１
町
で
構
成
す
る
福
岡
県
北
東
部
地
方
拠
点

都
市
地
域
整
備
推
進
協
議
会
な
ど
、
本
市
の

魅
力
向
上
や
活
性
化
の
た
め
の
連
携
を
進
め

て
き
た
。

　
国
は
、
26
年
に
地
方
自
治
法
を
改
正
し
、

圏
域
を
定
め
た
上
で
近
隣
自
治
体
と
連
携
協

約
を
締
結
で
き
る
制
度
を
新
設
し
た
。
こ
の

連
携
中
枢
都
市
圏
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
域
連

携
と
比
べ
、
各
自
治
体
の
議
会
の
議
決
が
必

要
な
た
め
、
政
策
の
継
続
性
が
担
保
さ
れ
、

国
か
ら
は
地
方
交
付
税
の
財
政
措
置
が
な
さ

れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
現
在
、
中
間
、
遠
賀
、
京
築
、
直
方
、
鞍

手
の
各
自
治
体
に
、
圏
域
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
へ
の
参
加
意
向
を
確
認
し
て
い
る
。

　
27
年
度
中
に
、
参
加
意
向
の
自
治
体
と
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
や
方
向
性
を
協
議
し

て
、
協
約
を
締
結
す
る
意
向
の
あ
る
自
治
体

と
連
携
協
約
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
本
市
の
障
害
児･

者
の
療
育
と

　
　
　
　
　
医
療
の
中
核
施
設
で
あ
る
総
合

療
育
セ
ン
タ
ー
の（
仮
称
）西
部
分
所
の
主
な

機
能
と
、
同
セ
ン
タ
ー
本
体
の
機
能
拡
充
や
、

強
化
の
概
要
と
特
徴
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
西
部
分
所
の
機
能
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
入
所
・
入
院
機
能
を
持
た
な
い

外
来
診
療
で
、
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
本
体
で

治
療
方
針
が
決
定
し
た
再
診
患
者
を
対
象
と

す
る
。
小
児
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、

整
形
外
科
な
ど
、
５
つ
の
診
療
科
を
設
置
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
外
来
や
児
童
通

所
利
用
者
に
理
学
療
法
や
作
業
療
法
、
心
理

療
法
な
ど
を
提
供
す
る
。
児
童
通
所
で
は
、

発
達
や
育
児
上
の
課
題
が
あ
る
子
ど
も
や
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
保
育
活
動
を
行
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
本
体
の
機
能
拡
充
で
は
、
外

来
診
療
部
門
に
児
童
精
神
科
や
婦
人
科
を
新

設
し
、
医
師
の
増
員
や
診
療
室
の
増
設
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。
入
所
・
入
院
機
能
は
、

病
床
を
100
床
か
ら
165
床
に
増
床
し
、
小
規
模

単
位
で
介
護
を
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
方
式
を

導
入
す
る
な
ど
の
拡
充
を
図
る
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
、
施
設
の
拡
充
に
よ
り
、

今
後
も
本
市
の
障
害
児･

者
の
療
育
・
医
療

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
本
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
が

単
な
る
夢
や
希
望
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

目
標
達
成
す
る
た
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

戦
略
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
の
総
合
戦
略
の
基
本
方
針

　
　
　
　
　
は
、
女
性
と
若
者
の
定
着
な
ど

で
、
社
会
動
態
を
プ
ラ
ス
に
し
、
地
方
創
生

の
成
功
モ
デ
ル
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
方
針
を
達
成
す
る
た
め
、
４
つ
の
柱
か

ら
な
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
定
め
、
柱
ご
と

に
基
本
目
標
を
具
体
的
な
数
値
と
し
て
提
案

し
て
い
る
。
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
達
成

に
は
、
各
界
、
住
民
代
表
か
ら
な
る
本
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
協
議
会
の
意

見
を
ふ
ま
え
て
、
オ
ー
ル
北
九
州
で
取
り
組

ん
で
い
く
。
本
市
も
総
務
企
画
局
に
地
方
創

生
推
進
室
を
新
設
し
、
定
住･

移
住
推
進
本

部
の
設
置
な
ど
、
体
制
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
、
総
合
戦
略
の
実
施
に
向
け
た
工
程

表
を
作
成
し
、
国
の
地
方
創
生
の
新
型
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
具
体
的
な
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。
加
え
て
、
市
長
を
ト
ッ
プ

と
す
る
推
進
本
部
や
推
進
協
議
会
で
、
進
捗

状
況
を
検
証
す
る
な
ど
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
確
立
し
、総
合
戦
略
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
工
藤
会

　
　
　
　
　
壊
滅
に
向
け
た
幹
部
逮
捕
か
ら

１
年
を
迎
え
て
の
感
想
と
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
暴
力
団
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
凶

　
　
　
　
　
悪
事
件
の
発
生
は
、
市
民
生
活

に
大
き
な
不
安
を
与
え
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
、

経
済
活
動
に
も
影
響
を
与
え
る
大
き
な
問
題

で
あ
っ
た
。
本
市
で
は
、
警
察
、
市
民
な
ど

と
一
丸
と
な
り
暴
力
団
排
除
を
推
進
し
て
き

た
中
、
26
年
９
月
、
本
市
に
拠
点
を
置
く
暴

力
団
の
最
高
幹
部
が
逮
捕
さ
れ
た
。そ
の
後
も
、

未
解
決
事
件
で
の
最
高
幹
部
ら
の
再
逮
捕
、

所
得
税
法
違
反
で
の
摘
発
、
組
事
務
所
の
使

用
制
限
命
令
な
ど
、
暴
力
団
対
策
は
大
き
く

進
展
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
捜
査
当
局
、
長
年
に
わ
た
り
粘
り
強
く

暴
追
に
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
、
事
業
者
の

方
々
へ
敬
意
を
表
す
る
。

　
今
後
と
も
引
き
続
き
、
警
察
、
行
政
、
市

民
が
力
を
合
わ
せ
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

安
全
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
。
ま
た
、
そ

の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
情
報
発
信
し
、
本

市
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
、
人
と
企
業
が
さ

ら
に
集
ま
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
や

　
　
　
　
　
法
定
雇
用
率
の
見
直
し
な
ど
の

国
の
動
き
を
ふ
ま
え
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
障
害

　
　
　
　
　
者
の
就
労
環
境
は
、
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。
募
集
、
採
用
か
ら
職

場
の
定
着
ま
で
、雇
用
分
野
の
差
別
の
禁
止
や
、

合
理
的
配
慮
の
提
供
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
企
業
に
法
改
正
の
内
容
や
具

体
的
事
例
、
助
成
金
制
度
な
ど
を
掲
載
し
た

障
害
者
雇
用
促
進
ガ
イ
ド
を
作
成
、
配
布
し

周
知
を
図
る
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
の
特
性

や
通
院
・
服
薬
の
遵
守
、体
調
管
理
を
は
じ
め
、

雇
用
主
側
に
求
め
ら
れ
る
配
慮
な
ど
を
理
解

し
て
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

重
点
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
市
役
所
で
は
、

新
た
に
立
ち
上
げ
た
障
害
者
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
を

嘱
託
員
と
し
て
雇
用
す
る
な
ど
、
民
間
企
業

の
模
範
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
企
業
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
が
一
丸
と

な
っ
て
、
障
害
者
雇
用
の
さ
ら
な
る
拡
大
を

図
り
、
障
害
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い
ま
ち

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
議
員
提
案
に
よ
る
本
市
子
ど
も

　
　
　
　
　
読
書
活
動
推
進
条
例
の
施
行
に

よ
り
、
推
進
会
議
委
員
の
公
募
や
推
進
会
議

が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の

考
え
方
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
に
、
子

　
　
　
　
　
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も

が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を

高
め
、
想
像
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生

を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
あ
る
。

ま
た
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
基
礎
学
力

を
育
て
る
上
で
も
重
要
と
あ
り
、
教
育
委
員

会
も
同
様
に
考
え
て
い
る
。

　
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
大
学
や
学
校
図
書

館
の
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
付
属
機
関
の
本

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会
議
を
設
置
し
、

８
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
た
。
　
月
開

催
の
第
２
回
会
議
で
は
、
次
期
子
ど
も
読
書

プ
ラ
ン
の
基
本
的
な
方
向
性
を
検
討
し
、
素

案
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　

　
素
案
作
成
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
市
民
意
見
を
ふ
ま
え
、
27
年
度
中

に
次
期
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
図
書
館
の
具
体
的

な
整
備
内
容
な
ど
の
検
討
を
始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
花
野
路
中
央
公
園
を
含
め
、
本

　
　
　
　
　
市
地
域
防
災
計
画
で
示
す
一
時

避
難
地
の
公
園
の
ト
イ
レ
を
見
直
し
、
機
能

的
に
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
ト
イ
レ
を
整
備
す

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
現
在
、
一
時
避
難
地
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
い
る
都
市
公
園
は
１２１
カ
所
あ
り
、

こ
の
う
ち
７
カ
所
の
公
園
に
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
平
常
時
の
利
用
頻

度
や
経
費
面
な
ど
も
考
慮
し
て
、
ト
イ
レ
の

必
要
性
や
求
め
ら
れ
る
機
能
を
防
災
関
係
者

や
関
係
部
局
と
検
討
し
て
い
く
。

　
花
野
路
中
央
公
園
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
さ
れ
、
多
く
の

人
が
集
ま
る
近
隣
公
園
と
し
て
１７
年
に
開
設

し
た
。
整
備
段
階
で
ト
イ
レ
の
設
置
を
検
討

し
た
が
、
周
辺
に
ま
だ
住
居
が
少
な
か
っ
た

こ
と
や
、
地
元
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
周
辺
居
住
者
や
公
園
の
利
用
者
が

増
え
、
一
時
避
難
地
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

地
元
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
関
門
橋
、
関
門
ト
ン
ネ
ル
が
不

　
　
　
　
　
通
に
な
っ
た
際
の
代
替
道
路
と

し
て
、
新
規
の
下
関
北
九
州
道
路
の
建
設
を

国
に
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
優
先
す

る
必
要
性
を
問
う
。

　
　
　
　
　
関
門
地
域
で
は
、
今
後
も
本
市

　
　
　
　
　
と
下
関
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
協
力
し
合
い
、
地
域
間
の
交
流
や
連
携
の

強
化
を
支
援
す
る
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、老
朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
や
、事
故
、

強
風
に
よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
や
関
門
橋
の
通
行

止
め
が
一
旦
起
こ
る
と
、
関
門
海
峡
間
の
陸

上
交
通
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
機
能

の
補
完
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
地
域
で
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
が
発

生
す
る
と
、長
期
に
わ
た
り
交
通
が
寸
断
さ
れ
、

経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。
生
産
活
動
の
た
め
の
原
材
料

や
部
品
の
調
達
に
支
障
が
生
じ
、
経
済
損
失

額
は
全
国
で
年
間
１４
兆
円
程
度
に
な
る
と
算

出
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
れ
ば
、

日
本
全
体
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
た
め
、
代
替
機
能
の
確
保
は
極
め
て
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

早
期
実
現
に
向
け
て
、
国
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
児
童
の
専
用
区
画
の
基
準
を
確

　
　
　
　
　
保
で
き
な
い
ク
ラ
ブ
の
改
善
や
、

指
導
員
を
２
人
と
も
放
課
後
児
童
支
援
員
に

す
る
た
め
の
予
算
措
置
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　
　
の
も
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
備
や
運
営
を
条
例
で
定
め
、
27
年
４
月

か
ら
施
行
し
た
。
条
例
で
は
、
児
童
１
人
当

た
り
の
専
用
区
画
の
面
積
を
お
お
む
ね
1

・

65
㎡
と
し
た
。
ま
た
、
児
童
お
お
む
ね
４０
人

に
対
し
て
、
放
課
後
児
童
支
援
員
を
２
人
以

上
配
置
す
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
う
ち
１
人

を
除
い
て
補
助
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
全
児

童
化
の
取
り
組
み
の
中
で
、
条
例
で
定
め
る

以
前
か
ら
、
新
制
度
が
求
め
る
基
準
を
お
お

む
ね
確
保
し
て
い
る
。
２５
年
に
実
施
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
施
設
、
環
境
の

満
足
度
は
７７
％
、
指
導
員
の
配
置
状
況
は
８７

％
と
利
用
者
か
ら
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
条
例
で
定
め
る
基
準
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
坂
道
や
階
段
の
あ
る
高
台
に
住

　
　
　
　
　
む
高
齢
者
に
も
援
助
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
収
集
の
対
象
者
を

現
行
の
要
介
護
２
以
上
か
ら
要
支
援
以
上
の

方
に
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
の
要
介
護
度
の

　
　
　
　
　
要
件
は
、
歩
行
が
ご
み
出
し
に

必
要
な
動
作
で
あ
る
こ
と
、
歩
行
が
困
難
と

な
る
目
安
が
要
介
護
２
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
て
決
定
し
た
。
　

　
一
方
、
市
内
に
は
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
ご

み
出
し
支
援
と
し
て
、
介
護
保
険
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
あ

る
。
こ
う
し
た
地
域
に
よ
る
支
え
合
い
は
、

本
市
の
地
域
の
力
の
強
さ
を
表
す
も
の
で
、

財
産
と
考
え
て
い
る
。

　
ご
み
出
し
支
援
は
、
地
域
や
民
間
事
業
者

の
活
動
も
あ
り
、
利
用
者
は
状
況
に
合
わ
せ

て
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
適
切
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
収
集
の
要

件
は
、
現
行
の
ま
ま
と
考
え
て
い
る
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
自
宅
か
ら
遠
い
場
合
に
は
、

地
域
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
新
設
や
移
動
な
ど

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
生
活
保
護
基
準
以
下
で
生
活
す

る
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

要
保
護
水
準
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
高
齢
者

へ
の
啓
発
を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
区
役
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
ス
や
制
度
の
相
談
を
受
け
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
も
、
生
活
に
困
窮
す
る
よ

う
な
人
に
は
、
生
活
保
護
制
度
を
紹
介
し
て

い
る
。
区
役
所
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
に
は
、
職
員
が
出
張
面
接
で
制
度
の
説
明

を
行
っ
て
い
る
。

　
生
活
保
護
制
度
の
広
報
は
、
各
区
役
所
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
冊
子
に
も
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
一
方
、
地
域
で
は
、
民
生
委
員
や
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
係
長
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
が
、
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
の
個
別
事
案
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
て
訪
問
し
、
生
活
保
護
制
度
の

周
知
や
窓
口
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
真
に
保
護
が
必
要
な
人
が
着

実
に
生
活
保
護
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続

き
広
報
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
て
い

く
。

本会議や委員会はどなたでも傍聴することができます。くわしくは市議会事務局総務課にお問い合わせください。（☎582-2621）
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エ
ン 

タ
イ

ほ
こ

新
規
の
下
関
北
九
州
道
路

10

10
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議

　員

建

　設

局

　長
市
立
霊
園
で
の
自
然
葬

北
九
州
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の

魅
力
向
上

戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
を

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
都

と
の
姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
て

海
外
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致

法
改
正
後
の
障
害
者
支
援
策

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

暴
力
団
排
除
の
推
進

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

さ
ら
な
る
充
実
を

ご
み
の
ふ
れ
あ
い
収
集
の
拡
大
を

生
活
保
護
制
度

一
時
避
難
地
の
ト
イ
レ
整
備

（
仮
称
）総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

　西
部
分
所

地
方
創
生
の
目
標
達
成
の

た
め
の
戦
略

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
集
客
と
魅
力
発
信

新
た
な
広
域
連
携

通
学
路
の
防
犯
灯
の
充
実

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

議

　員

産
業
経

済
局
長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

教
育
長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

建

　設

局

　長

保
健
福

祉
局
長

議

　員

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
よ
る

共
助
の
取
り
組
み

認
知
症
カ
フ
ェ
の
普
及
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決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会 市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。市長質疑の様子は、市議会ホームページでご覧いただけます。

第 1 分 科 会 第 2 分 科 会 第 3 分 科 会

桃園市民プールの整備

投票環境の向上

Q

A

Q

A

　東京オリンピック・パラリンピックの事前キャ
ンプ地誘致を見据えて、プールの整備を計画し

てはどうか。

　地域エネルギー会社の設立趣旨と、本市にも
たらす効果、考えられるリスクマネジメントを尋

ねる。
　桃園市民プールは、市内唯一の日本水泳連
盟公認の５０ｍ屋内プールを有し、年間約１０万

人が利用している。本市のスポーツ振興を図る上で重
要な施設であるが、整備後５０年以上が経過し、更新
時期を迎えている。
　本市はキャンプ地誘致に向け、市民、地元財界、市
議会、行政が一丸となって取り組んでいる。オリンピッ
ク開催に合わせてプールを整備をすることは、本市の
優位性を高め、キャンプ地の誘致活動にも大きく貢献
する。　
　今後、整備の方向性を検討しつつ、機を失すること
のないよう決断したい。

　地域エネルギー会社の設立趣旨は、安定安
価なエネルギー供給による市内産業の振興や、

エネルギーの地産地消、省エネ社会の実現や新たな
環境ビジネスの創出などである。本市への効果は、企
業のエネルギーコスト削減による安定経営や事業の
拡大、新たな企業誘致など、地元経済の活性化があげ
られる。　
　他の電力会社との補完契約により、供給先へ確実
に電気を届けるなどのリスク回避や、ハード設備を極
力持たないこと、地元企業のネットワークを活かした
営業活動を行うこと、などで堅実な会社経営を図って
いく。

　期日前投票宣誓書を投票所入場券の裏面に
印刷することで、投票率アップと投票者の負担

を軽減してはどうか。

　健康づくりセンターを廃止するのではなく、
（仮称）認知症支援・介護予防センターの設置を

改めて見直して進めるべきではないか。

　期日前投票を利用するには、投票日当日投票
に行けない事由を申し立てる宣誓書の提出が

必要である。宣誓書を事前に記入できれば、特に高齢
者などには負担軽減につながると考えている。現在、
本人確認の手順や、実施した際の市民への周知方法
など、各区選挙管理委員会と協議を行っている。
　選挙管理委員会では、投票率アップには、投票環境
の向上も重要と考えている。投票所入場券裏面への
宣誓書の印刷は、投票者の負担軽減と不正投票防止
の両面から、28年の参議院議員選挙からの導入に向
け検討していきたい。
　

　急速な高齢化に伴い、認知症支援や介護予
防は喫緊の課題である。これまで本市の地域で

の介護予防は、市民センターを拠点とした健康づくり
などで推進してきた。新センターは、これらをより効果
的に推進するため、器具を使わない運動や、栄養のプ
ログラムを開発し、地域の集いの場で実践する。また、
保健技術専門職などを派遣し指導するなど、思い思い
の場所で介護予防に取り組めるよう、支援する仕組み
づくりに力を入れたい。
　これまでの健康づくりの実績と今後あるべき将来
の姿を勘案した上での政策判断である。

　本市の防災教育プログラムの特徴と、防災教
育の取り組み内容、また、その課題と今後の方

策を尋ねる。
　釜石市の津波防災教育のための手引きを参
考にプログラムを作成し、資料ＤＶＤ付で学校に

配布している。自然災害の現実や災害が起こる仕組み、
発生時の対応行動、避難訓練や日頃の備えの大切さ
などの視点で構成されている。児童生徒の発達段階
に応じて、学習できる内容となっている。
　災害の少ない本市では、いかに地域ぐるみで防災
意識を定着させるかが課題で、土曜日授業などを活
用し、地域や保護者、消防署や気象台などと連携した
防災教育の取り組みをさらに広げたい。

　児童生徒の安全を守るため、学校と関係機関
との連携状況や、保護者への緊急連絡の方法、

その効果を問う。

　警察などの関係機関とは、月に一度の非行相
談連絡会議、スクールサポーターとの情報共有、

街頭補導や全市一斉夜間非行防止パトロールを実施
している。さらに、居場所のない青少年が気軽に立ち
寄り、避難場所としての機能も持つドロップインセン
ターの運営や、夏休み期間中の深夜声かけパトロー
ルなどの取り組みを実施している。　　　　　　　　
　また、不審者情報などを保護者の携帯電話などへ、
メールで一斉配信する制度の活用では、児童生徒の
安全確保とともに、保護者の不安解消、教職員の負担
軽減にもつながっている。

地域エネルギー政策推進事業

健康づくりセンターの廃止方針

Q

A

Q

A

学校での防災教育

児童生徒の安全対策

Q

A

Q

A

9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。9月28日に行われた市長への質疑の中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

○陳情
「安全保障法制の廃案を求める意見書
の提出について」

このほか、請願13件、陳情75件が継続
審査になりました。

ほか1件〈不採択〉

請願・陳情の審議結果

　
　
　
　
　
２６
年
度
決
算
を
ど
の
よ
う
に
評

　
　
　
　
　
価
し
て
い
る
の
か
。
財
政
面
で
、

特
に
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
努
力
し
た

の
か
。
今
回
の
成
果
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
２６
年
度
を
振
り
返
る
と
、
目

　
　
　
　
　
標
と
す
る
元
気
発
進
！
北
九
州

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
、
健
全
な
財
政
運
営
の
確
立
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、
本
市
の
将
来
の

発
展
、
喫
緊
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
、
人
や
企
業
が
集

ま
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。

　
財
政
運
営
で
は
、
こ
れ
ら
政
策
推
進
の
財

源
を
い
か
に
捻
出
す
る
か
と
い
う
点
に
特
に

留
意
し
、
税
収
確
保
の
た
め
組
織
的
な
徴
収

対
策
や
、
未
利
用
市
有
地
の
売
却
を
積
極
的

に
推
進
し
た
結
果
、
単
年
度
収
支
が
均
衡
す

る
決
算
に
つ
な
が
っ
た
。

　
今
後
と
も
、
新
成
長
戦
略
や
本
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
す

る
こ
と
で
歳
入
増
に
つ
な
げ
、
２６
年
度
の
成

果
を
活
か
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
事
業
の
選
択

と
集
中
や
経
営
改
善
に
努
め
、
持
続
可
能
で

安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
避
難
状
況

　
　
　
　
　
な
ど
台
風
１５
号
へ
の
対
応
は
、

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
避
難
準
備

情
報
の
発
令
漏
れ
が
発
生
し
た
が
、
ど
の
よ

う
に
検
証
・
評
価
し
、
今
後
の
災
害
対
策
に

活
か
す
の
か
。

　
　
　
　
　
今
回
の
台
風
の
対
応
で
は
、
テ

　
　
　
　
　
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
避
難
勧
告
な

ど
の
発
令
を
周
知
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
応
を

行
う
中
、
門
司
区
の
１８
小
学
校
区
の
う
ち
、

５
つ
の
校
区
で
事
務
手
続
き
の
ミ
ス
か
ら
、

避
難
準
備
情
報
の
発
令
漏
れ
が
発
生
し
た
。

　
避
難
の
状
況
は
、
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令

し
た
後
に
避
難
し
た
人
が
１３
世
帯
、
２３
人
と

い
う
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
よ
り
安
全
に

避
難
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
避
難
の
呼
び
か

け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
避
難
者
を
円
滑
に
受

け
入
れ
る
避
難
所
運
営
な
ど
を
関
係
部
局
と

連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
事
務
は
、
チ
ェッ
ク

の
手
順
や
内
容
を
改
善
し
、
全
区
で
訓
練
を

行
う
な
ど
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
。
さ
ら

に
、
区
の
担
当
者
を
招
集
し
、
市
民
へ
の
対

応
状
況
を
は
じ
め
と
し
た
現
場
の
課
題
に
も

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
マ

　
　
　
　
　
イ
カ
ー
に
代
わ
る
公
共
交
通
が
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
と
し
て
、
効

果
が
実
感
で
き
る
事
業
展
開
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
今
後
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り

　
　
　
　
　
バ
ス
路
線
の
存
続
が
難
し
く
な

る
地
域
で
は
、
必
要
に
応
じ
、
既
存
の
路
線

と
接
続
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
の
導
入
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
利
用
へ
の
転
換

を
促
す
高
齢
者
向
け
の
施
策
で
は
、
バ
ス
、

モ
ノ
レ
ー
ル
、
タ
ク
シ
ー
の
一
部
で
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
格
安
定
期
券
の
導
入
や
、

運
賃
割
引
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
周
知
や
公
共
交
通
利
用
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
み
、
バ
ス
停
の
上
屋
や
ベ
ン
チ
の

整
備
な
ど
の
待
合
環
境
の
改
善
、
低
床
式
バ

ス
の
導
入
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
て
、
高
齢
者
が
安
全
か
つ
安

心
し
て
移
動
で
き
る
方
策
の
展
開
に
努
め
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
加
え
、
交
通
結

節
機
能
の
強
化
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
事
業

の
効
率
化
と
そ
の
相
乗
効
果
で
、
効
果
が
実

感
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
交
通
が
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
も
の

と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
市
民
や
交
通
事
業

者
と
連
携
・
協
働
し
て
、
こ
の
戦
略
を
着
実

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
北
九
州
空
港
の
利
活
用
と
し
て
、

　
　
　
　
　
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ア
輸
送
の
実
績

と
今
後
の
予
定
、
ま
た
、
空
港
島
の
直
立
護

岸
の
有
効
利
用
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ア
輸
送
は
、
国

　
　
　
　
　
内
で
は
北
九
州
空
港
、
中
部
国

際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
の
３
カ
所
の
み
で

実
施
が
可
能
な
、
海
上
空
港
の
特
徴
を
活
か

せ
る
輸
送
方
法
で
あ
る
。
　

　
本
市
の
実
績
は
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に

よ
る
人
工
衛
星
の
輸
送
が
１
件
の
み
で
あ
る

が
、
大
変
評
価
を
さ
れ
た
試
み
で
あ
っ
た
。

今
後
も
関
係
事
業
者
に
働
き
か
け
、
シ
ー
ア

ン
ド
エ
ア
輸
送
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

　
直
立
護
岸
の
有
効
利
用
で
提
案
さ
れ
た
、

海
路
を
使
っ
た
魚
介
類
の
直
接
搬
入
は
課
題

も
あ
り
、
需
要
も
ふ
ま
え
、
今
後
も
研
究
し

て
い
く
。
ま
た
、
船
舶
に
よ
る
空
港
ア
ク
セ
ス
、

周
遊
観
光
ク
ル
ー
ズ
の
運
行
に
よ
る
活
用
は
、

国
や
関
係
事
業
者
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
行

い
た
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
や
県
、
民
間
事
業

者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
北
九
州
空
港
の
積

極
的
な
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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◇市議会のホームページで市議会だよりや、本会議の会議録、インターネット中継などがご覧いただけます。
　アドレスはhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/sigikai/です。

　本会議での質疑・質問と答弁は、要約したものを掲載しています。
　詳細を記した会議録は、12月上旬以降、市立文書館、中央図書館、
門司・若松・八幡・八幡西・戸畑図書館、市議会事務局でご覧いただ
けます。
　また、市議会のホームページの会議録検索システムでも12月中
旬頃から閲覧できます。

本会議での質疑・質問と答弁

1～4面

　9月定例会が9月3日から10月6日までの34日間の
会期で開かれました。
　市長から50件の議案が提出され、審議の結果、すべて
の議案について原案のとおり決定しました。また、議員
から提出された議案は10件で、うち6件を可決しました。

平成26年度
各会計決算
を認定！！

4面

本会議での質疑・質問と答弁

決算特別委員会　市長質疑の質疑と答弁

北九州市子ども読書推進活動条例が成立しました

議会報告会のお知らせ　など　

主
な
内
容

木　下　幸　子
森　　　浩　明
藤　沢　加　代
荒　川　　　徹
大久保　無　我
吉　河　節　郎
大　石　正　信
西　田　　　一
中　村　義　雄
佐　藤　栄　作
村　上　直　樹
本　田　忠　弘
荒　木　　　学
山　内　涼　成
田　中　光　明
鷹　木　研一郎
山　本　真　理
吉　村　太　志
波　田　千賀子
柳　井　　　誠
松　岡　裕一郎
渡　辺　　　徹
上　野　照　弘
井　上　秀　作
長　野　敏　彦

　本会議では、各会派から次の25
人の議員が質疑・質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは異な
ります。）

議
　
員

議
　
員

市
　
長

市
　
長

市
　
長

公 明 党
ハートフル北九州
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
ハートフル北九州
公 明 党
日 本 共 産 党
自 由 民 主 党
ハートフル北九州
みんなの北九州
公 明 党
公 明 党
維 新
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
自 由 民 主 党
ふくおかネット
地 域 の 声
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党
公 明 党
公 明 党
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
ハートフル北九州

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版CD（※）、
音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。
聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話通訳者
の派遣先を紹介しています。事前にお問い合わせください。
次の定例会は、12月開催の予定です。

□全世帯配布1530001F

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課 ☎582-2621

議
　
員

市
　
長

議
　
員

24日（火）11月
13日（金）八幡東生涯学習センター

小倉南区・富士見ホール20日（金）
　
海
上
輸
送
と
航
空
輸
送
を
組
み
合
わ
せ
た

輸
送
。

＊
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ア
輸
送

＊

議
　
員

市
　
長

　子どもを取り巻く環境は日々変化を続けており、本市においても幼児期からのコ
ミュニケーション能力の低下、いじめ、不登校、学力の低下等解決すべき多くの課題
があります。
　これらの課題の解決のためには、子どもが自ら考え、表現し、行動しながらさまざ
まな課題に向き合い、解決していく力を身につけることが必要です。
　市議会教育水道委員会は、子どもたちが考える力、感じる力、想像する力、表現す
る力などを身につけるためには、読書活動が極めて重要であると考え、子どもが楽し
く自主的に読書に親しむことができる環境を整備するための「北九州市子ども読書
推進活動条例」案を取りまとめ、市議会６月定例会で全会一致で可決・成立したもの
であります。
　今後はこの条例により、子ども読書推進活動推進計画の策定や子ども図書館の
設置、家庭・地域・学校での子どもの読書活動の推進のための取り組みなどが進めら
れることになります。
　詳しくは、市議会ホームページの「議員立法」のページをご覧ください。

「北九州市子ども読書推進活動条例」が成立しました

平成26年度
各会計決算
を認定！！

期日前投票宣誓書 マイナンバー 防鳥ネット
障害者スポーツ支援 港湾関連事業 教育関連事業

誘致を見据えたプールの整備（八幡東区）繁華街のにぎわいづくり（小倉南区・議場）安全で安心なおいしい水

２６
年
度
決
算
の
評
価
と

今
後
の
活
か
し
方

北
九
州
市
環
境
首
都

総
合
交
通
戦
略

北
九
州
空
港
の
利
活
用

避
難
準
備
情
報
の
発
令
漏
れ

再
発
防
止
策

　
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
ま
ち
全

体
で
の
電
力
の
有
効
利
用
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
を
促
進
し
つ
つ
、
交
通
シ
ス
テ

ム
や
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革
を
目
指

す
も
の
。

＊
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

＊

可決した意見書・決議
　市議会では、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を求めるため、国や関係
機関への意見書の提出や決議を行っています。今定例会では、6件を可決しました。
地方創生に係る新型交付金等の財源確
保を求める意見書
県費負担教職員制度の見直しに伴う適
切な地方財政措置を求める意見書
ＵＲ賃貸住宅居住者の居住の安定と家
賃制度に関する意見書

金属スクラップ火災の対策を求める意
見書
ＩＣＴの利活用による地域活性化とふる
さとテレワークの推進を求める意見書
少人数学級推進のための教職員の適
正配置を求める意見書

○

○

○

○
　
○

○

関門海峡たこ（門司区）

　
　
　
　
　
主
要
国
の
閣
僚
ク
ラ
ス
が
一

　
　
　
　
　
堂
に
会
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣

会
合
は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

本
市
開
催
の
意
義
や
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
国
際
社
会
の
重
要
な
課
題
で
あ

　
　
　
　
　
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
討

議
内
容
は
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め
る
こ
と

と
な
る
。
本
市
は
水
素
、
風
力
発
電
な
ど
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

創
造
事
業
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
先
進
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、

本
市
の
国
際
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
に
結
び

付
け
た
い
。

　
ま
た
、
こ
の
会
合
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
で
、
市
民
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
つ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
、
行
政
、
経
済
団
体
、
民
間
団
体
な

ど
で
構
成
す
る
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
本

市
で
し
か
体
験
で
き
な
い
特
色
あ
る
視
察
や

事
業
な
ど
、
各
国
の
要
人
を
地
元
が
一
体
と

な
っ
て
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で
お
迎
え

で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

さばのぬか炊きさばのぬか炊き

旦過市場（小倉北区）旦過市場（小倉北区）

小倉牛

Ｇ
７
北
九
州
エ
ネ
ル
ギ
ー

大
臣
会
合


